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Abstract Hybridization of Papilio helenus L. female and P. polytes L. male was studied. By 
hand-pairing it was possible to obtain hybrids between P. helenus and P. polytes. 15 male and 
14 female hybrids were obtained in this investigation. The male hybrids were intermediate in 
appearance between two parental forms. Two female forms appeared among the hybrids. 
These forms were 8 cyrus-like (non-mimetic) form and 6 polytes-like (mimetic) form. The 
brood of P. polytes included two forms in female, f. cyrus and f. polytes in breeding the offspring. 
The gene controlling a mimetic form derived from P. polytes appeared in hybrids. 
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は じ め に 


シロ オビ アゲ ハ は 東南 アジ ア に 広く 分 布 す る 黒い アゲ ハチ ョ ウ で ある . オス の 慈 は 黒く , 後 次 に 白い 
帯状 の 斑紋 を 持つ の が 特徴 だ が . メス に は ベニ モン アゲ ハ な どの 有毒 チョ ウ に 擬態 する 型 が 現れ る な 
ど , 斑紋 は 変化 に 富ん で いる (Figs 1-3). メス の 斑紋 変異 は 1 対 の 対立 遺伝 子 に よっ て 制御 され, メ 
ス に 限定 し て 発現 する こと が 知ら れ て いる (Fryer, 1913; Clarke and Sheppard, 1972). 一 方 , モン キア 
ゲハ は 非 擬態 型 の 雌雄 同型 の 黒い アゲ ハチ ョ ウ で , 後 次 の 中 央 部 に 白 紋 を 持っ て いる (Figs 4-5). 


種 閥 交雑 が 可能 な アゲ ハチ ョ ウ 属 の チョ ウ は , ハン ド ペ アリ ング 法 に より , 種 問 雑 種 に 関す る 研究 が 
行わ れ て きた . 特に モン キア ゲハ と シロ オビ アゲ ハ の 交雑 は 容易 で . これ まで に 多く の 雑種 標本 が 得 
られ て いる . モン キア ゲハ と シロ オビ アゲ ハ の 間 に は 通常 生殖 能力 の な い F,」 オ ス の み を 生じ る が , 
まれ に 雌雄 の Fi を 生じ た こと が あり , 阿 江 (1971, 1988) は 1 対 の 交雑 か ら F, オス 19 頭 , メス 15 頭 
を 得 て い る . また , この 組合 せ の 雑種 と 思わ ん れる チョ ウ が 野外 で 採集 さき れ た こと も あり , その 中 に は 
オス だ け で な く メ ス も 含ま れ て いる GH, 1993). 今回 , 筆者 ら は モン キア ゲハ の メス と シロ オビ ア 
ゲハ の オス の 交雑 実験 を 行ない , 雌雄 の 成虫 標本 を 多数 得る こと に 成功 し た . その 結果 雑種 メス 
の 斑紋 に つい て 興味 深い 知見 を 得る こと が で きた の で ここ に 報告 する . 


材料 お よび 方 法 

交雑 実験 に 使用 し た モン キア ゲハ は 1997 年 3 月 27 日 に 沖縄 県 名 護 市 で 採集 し た メス か ら 採 卵 し , Æ 
系 昆虫 研究 所 (当時 . H, 農業 生物 資源 研究 所 ) で 飼育 し た も の で ある . また , シロ オビ アゲ ハ は 
1997 年 3 月 に 沖縄 県 石垣 島 で 採集 し た メス か ら 採 卵 し , 足立 区 生物 園 で 累代 飼育 し た も の を 使用 し た . 
交雑 は ハン ド ペ アリ ング 法 で 行ない , 採卵 は 蛍光 灯 下 の プラ ステ チック 容器 の 中 に , 食 草 の カラ ス ザ ン 
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Figs 1-3. Papilio polytes. 1. Male. 2. Female, f. cyrus (non-mimetic). 3. Female, f. 
polytes (mimetic). 

Figs 4-5. Papilio helenus. 4. Male. 5. Female. 

Figs 6-8. F, hybrid of P. helenus and P. polytes. 6. Male. 7. Female, f. cyrus like (non- 
mimetic). 8. Female, f. polytes like (mimetic). 


Va OPEL RHE ADRES Ad CIT Role. ONL RIMES IAF vy ORICA CRE L, JF 
化し た 幼虫 は プラ スチ ッ ク 容 器 の 中 で , カラ ス ザ ン シ ョ ウッ の 切り 葉 を 食 草 と し て 飼育 し た . プラ ス 
チッ ク 容 器 内 の 幼虫 数 は 幼虫 が 成長 する に し た が っ て 少な くし , 終 齢 幼 昌 で は 1 頭 と な る よう に し た . 
変 雑 と 採卵 は 礁 糸 尾 虫 研究 所 (当時 . 現 , 農業 生物 資源 研究 所 ), 飼育 は 足立 区 生物 園 で 行っ た . 


結果 お よび 考察 


モン キア ゲハ の メス と シロ オビ アゲ ハ の オス は 体 の 大 きき さ が 異 な る が , 今回 の 実験 で は モン キア ゲハ 
の メス を , も と も と や や 小柄 な 沖縄 本 島 産 に し た た め に , うま く 交 雑 で きた も の と 思わ れる . RHE 
み の 母 蝶 は 順調 に 産卵 し , 多数 の 受精 卵 を 得る こと が で きた . 卵 か ら 遇 化 し た 幼虫 は 途中 死亡 する も 
の も いた が , 一 部 は 順調 に 成長 し て 遇 化し た . 遇 は シロ オビ アゲ へ ハ 位 の 大 きき さき の も の と モン キア ゲハ 
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位 の 大 き さ の も の が 混在 し て いた . 小型 の 疲 か ら は オス の 成虫 。 大 型 の 上 凡 か ら は メス の 成虫 が 羽化 し 
た . 


今回 の 交雑 実験 で は オス 成虫 15 頭 , メス 成虫 14 頭 を 獲得 する こと が で きた . F ORRA RASHK 
部 と 後 次 に 白斑 列 が 生じ た が , 前 次 の 白 班 は シロ オビ アゲ ハ に 比べ る と 小さ か っ た . Ek, WoA 
班 は モン キア ゲハ の 昨 斑 の ある 位置 が 大 きく な り , シロ オビ アゲ ハ と モン キア ゲハ の 中 間 的 な 斑紋 を 
示し た . た だ し , オス で は 縮小 また は 欠如 し て いる 後 閉 亜 外縁 部 の 赤い 斑紋 を 持つ 傾向 に あっ た . 成 
虫 の 大 きき さき は シロ オビ アゲ ハ の オス と 同等 の 大 きき さと な り , 個体 差 は 少な か っ た (Fig. 6). 


メス 成虫 の 内 8 頭 は オス と 同様 に , 前 閉 外 縁 と 後 閉 に 白斑 列 の ある シロ オビ アゲ ハ 1 型 (f cyrus) と 
モン キア ゲハ の 中 間 的 な 斑紋 と な っ た (Fis. D. 他 の 6 頭 は シロ オビ アゲ ハル 型 (fF polytes) に 類似 
し , 前 次 の 外 半 は 色彩 が 淡く , 後 翔 の 白い 斑紋 列 は 縮小 し , 小 き な 碧 班 状 と な っ た . また , BMH 
縁 部 に 椅 赤 色 の 弦 月 紋 が 現れ , 肛 角 部 の 赤い 斑点 も 大 きく 発達 し て いた (Fig.8). メス 成虫 の 大 き さ 
は シロ オビ アゲ ハ の メス と 同等 の 大 きき さ の も の か ら 沖 縄 本 島 産 モン キア ゲハ の メス に 克 敵 する 大 き さ 
の も の まで 個体 差 が 大 きか っ た が , これ ら は 生育 状態 の 差 に よる も の と 思わ れる . 


シロ オビ アゲ ハ の メス の 斑紋 に は 多 型 現象 が 現れ , その 遺伝 的 研究 は Clarke and Sheppard (1972) に 
よっ て 詳し く な され て いる . それ に よる と 1 型 と II 型 の 斑紋 は メン デル 式 遺 伝 を 行なう 対立 遺伝 子 に 
よる も の で あり , I 型 が 1I 型 に 対し て 優性 と きれ て いる . Clarke and Sheppard (1972) 及び 阿 江 
(1971) に よっ て 示さ れ た シロ オビ アゲ ハ と その 近似 種 と の 種 問 雑 種 の 結果 を 総合 する と, P. ambrax 
®© P. aegeus と の 交雑 で は ひと つの 型 の メス し か 得 ら ちら れ な か っ た が , P. hipponous や P. fuscus RU P. 
nepheles と の 交雑 で は 複数 の 型 の メス が 得 ら ちら れ て いる . 複数 の 型 の メス が 出現 し た 交雑 で 使用 きれ た 
シロ オビ アゲ ハ は , その 系 統 の 累代 飼育 か ら 複 数 の 牙 紋 を 発現 きせ 得る へ テロ 型 だ っ た と 推定 され て 
お り , シロ オビ アゲ ハ の 斑紋 多 型 を 支配 する 遺伝 子 が 種 を 超え て 発現 する こと を 示唆 し て いる . 今回 
交雑 実験 に 利用 し た モン キア ゲハ の メス の 斑紋 は オス と 同様 の 斑紋 を 持つ 型 だ け で ある . 一 方 , 交雑 
実験 に 使っ た シロ オビ アゲ ハ の オス は , この 系 統 の 累代 飼育 の 結果 か ら へ テロ 型 だ っ た と 推定 され た . 
以上 の こと か ら , 今回 の モン キア ゲハ と シロ オビ アゲ ハ の 交雑 実験 で 獲得 され た メス の 成虫 の 斑紋 は 
シロ オビ アゲ ハ の 1 型 と TI 型 の 六 紋 を 支配 する 遺伝 子 に よっ て 発現 し た も の と 考え られ る . この こと 
は Clarke and Sheppard (1972) の 交雑 実験 で 示唆 され た こと を 支持 する も の で あり , アゲ ハチ ョ ツウ 科 
の チョ ウ の 斑紋 形成 を 研究 する 上 で 興味 深い 知見 に な る も の と 思わ れる . 


な お , 今回 の 実験 で は 沖縄 本 島 産 モン キア ゲハ を 母 蝶 と し て 使用 し た . これ まで , 九州 以上 北 の モ ン キ 
アゲ ハ と 日 本 産 シ ロ オ ビア ゲハ と の 交雑 で は F の メス 成虫 を 得 ら れ た こと は な か っ た . 今回 の 実験 
で は 沖縄 本 島 産 モン キア ゲハ を 母 蝶 と し て 使用 し た た め に , 1 齢 幼虫 が 大 型 に な っ た た め に 生育 が 良 
好 と な っ た か , ある い は 沖縄 本 島 産 モン キア ゲハ に , シロ オビ アゲ ハ と 交雑 させ や すい 特性 を 持つ 可 
能 性 が ある こと を 示唆 し て いる . 
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Summary 


Papilio polytes L. is a mimetic Swallowtail butterfly widely distributed in South East Asia. It has four 
female forms, three mimetic, and one non-mimetic resembling the monomorphic male in appearance. The 
various female forms are now shown to be controlled by allelomorphs at a single autosomal locus and not 
by independent genes as previously thought. The effects of the allelomorphs controlling the mimetic 
patterns are sex-limited to the female (Fryer, 1913; Clake and Sheppard, 1972). P. helenus L. is a tailed, 
non-mimetic insect, the males and females being similar. 


P. polytes was collected in Ishigaki Island. It was bred at Biopark of Adachi, Tokyo. P. helenus was 
collected in Nago city at Okinawa Island. It was bred at Japanese National Institute of Sericultural and 
Entomological Science. The mating of P. Aelenus female and P. polytes male in laboratory was carried out 
by hand-pairing technique. The hybrids were bred in the breeding room at Biopark of Adachi, Tokyo. 


15 male and 14 female butterflies were obtained in this investigation. The male hybrids have black 
forewings with very small white spots on the outer margin. The whitish area on the hindwing is similar 
to that in P. polytes except that it is reduced towards the inner margin and broader towards the costal 
border. There are also reduced red lunules at the anal angle of the hindwing. Thus in almost every 
respect the hybrids are intermediate in appearance between the two parental forms. On the underside they 
are indistinguishable from the male P. polytes. 


Two female forms, f. cyrus and f. polytes, appeared among the hybrids. 8 hybrid females were f. cyrus-like. 
Cyrus-like form very closely resembles the male hybrids in appearance, but tends to have submarginal red 
marks distally on the hindwing which are reduced or absent in the male. 6 hybrid females were f. 
polytes-like. The hindwing of this form had a large white area in the center which frequently extends into 
the distal end of the cell, a row of submarginal red Iunules and a black spot surrounded by red at the anal 
angle. The forewing is black proximally but there is a posteriorly narrowed paler central area traversed 
by a black ribbed line. The marginal white spots present in f. cyrus are reduced to mere vestiges in f. 
polytes and are bordered on the inside by a narrow dark band. 


Since the male had been shown to be heterozygous for f. cyrus and f. polytes by breeding this brood, the 
two kinds of offspring resulted from the segregation of these two allelomorphs (Clark and Sheppard, 1972). 
The gene controlling a mimetic form derived from P. polytes appeared in hybrids. The result suggested 
that a gene complex determining sex-controlled inheritance of their pattern is common to P. polytes and P. 
helenus. 


(Accepted August 1, 2002) 


Published by the Lepidopterological Society of Japan, 
5-20, Motoyokoyama 2, Hachioji, Tokyo, 192-0063 Japan 





NII-Electronic Library Service 


